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【手続補正書】
【提出日】令和3年5月11日(2021.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
有効成分として、式（Ｉ）の化合物又はその薬学的に許容される塩を含む、癌の治療用の
医薬であって：
【化１】

当該癌は、腫瘍における免疫系の再活性化を含む免疫応答の調節により治療され；
当該医薬は、任意で、１又は２種以上の化学療法剤及び／又は放射線療法及び／又は標的
療法と組み合わせて使用される；医薬。
ここで、式（Ｉ）の化合物において、
フラグメント

【化２】

中の環（Ａ）は、芳香族５若しくは６員環又は非芳香族５～７員環を表し、上記環（Ａ）
はフェニル基に縮合し、独立に、当該環（Ａ）は、窒素、酸素及び硫黄から独立に選択さ
れる１又は２個のヘテロ原子を任意で有し；
　当該フラグメントは、任意で、（Ｒ１）ｎにより置換され；（Ｒ１）ｎは、１、２、３
又は４個の任意の置換基を表し、当該置換基Ｒ１は、（Ｃ１－３）アルキル、（Ｃ２－３

）アルケニル、（Ｃ２－３）アルキニル、（Ｃ１－３）アルコキシ、ハロゲン、－Ｓ－（
Ｃ１－３）アルキル、（Ｃ１－３）フルオロアルキル、（Ｃ１－３）フルオロアルコキシ
、シアノ、オキソ、－ＮＲＮ７ＲＮ８（ＲＮ７及びＲＮ８は、独立に、水素又は（Ｃ１－

４）アルキルを表す。）から独立に選択され；
Ｒ３は、水素、メチル又はトリフルオロメチルを表し；
Ｒ４ａ及びＲ４ｂは、独立に、水素、メチルを表すか、又は、Ｒ４ａ及びＲ４ｂは、それ
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らが結合する炭素原子とともにシクロプロパ－１，１－ジイル基を表し；
Ｒ５ａ及びＲ５ｂは、独立に、水素、メチルを表すか、又は、Ｒ５ａ及びＲ５ｂは、それ
らが結合する炭素原子とともにシクロプロパ－１，１－ジイル基を表し；
　Ａｒ１は、
－　フェニル又は５若しくは６員のヘテロアリールであって；当該フェニル又は５若しく
は６員のヘテロアリールが、独立に、１、２又は３個の置換基により置換され、上記置換
基が、
－－　（Ｃ１－６）アルキル；
－－　（Ｃ１－４）アルコキシ；
－－　ヒドロキシにより任意に置換された（Ｃ１－３）フルオロアルキル；
－－　（Ｃ１－３）フルオロアルコキシ；
－－　ハロゲン；
－－　シアノ；
－－　未置換であるか又は１個のアミノにより置換された（Ｃ３－６）シクロアルキル；
－－　環酸素原子を有する（Ｃ４－６）シクロアルキルであって、未置換であるか又は１
個のヒドロキシにより置換された、環酸素原子を有する（Ｃ４－６）シクロアルキル；
－－　（Ｃ３－６）シクロアルキル－オキシ；
－－　ヒドロキシ；
－－　－Ｘ１－ＣＯ－ＲＯ１

（－－－　Ｘ１は、直接結合、（Ｃ１－３）アルキレン、－Ｏ－（Ｃ１－３）アルキレン
－＊、－ＮＨ－（Ｃ１－３）アルキレン－＊、－Ｓ－ＣＨ２－＊、－ＣＦ２－、－ＣＨ＝
ＣＨ－、エテン－１，１－ジイル、－Ｃ≡Ｃ－、－ＮＨ－ＣＯ－＊、－ＣＯ－又は（Ｃ３

－５）シクロアルキレンを表し（アスタリスクは－ＣＯ－ＲＯ１基に結合する結合を示す
。）；
－－－　ＲＯ１は、
－－－－　－ＯＨ；
－－－－　－Ｏ－（Ｃ１－４）アルキル；
－－－－　－ＮＨ－ＳＯ２－ＲＳ３（ＲＳ３は、（Ｃ１－４）アルキル、（Ｃ３－６）シ
クロアルキルであって、環酸素原子を任意に有する（Ｃ３－６）シクロアルキル、（Ｃ３

－６）シクロアルキル－（Ｃ１－３）アルキレンであって、（Ｃ３－６）シクロアルキル
が環酸素原子を任意に有する、（Ｃ３－６）シクロアルキル－（Ｃ１－３）アルキレン、
（Ｃ１－３）フルオロアルキル又は－ＮＨ２を表す。）；
－－－－　－Ｏ－ＣＨ２－ＣＯ－ＲＯ４（ＲＯ４は、ヒドロキシ又は（Ｃ１－４）アルコ
キシ又は－Ｎ［（Ｃ１－４）アルキル］２を表す。）；
－－－－　－Ｏ－ＣＨ２－Ｏ－ＣＯ－ＲＯ５（ＲＯ５は、（Ｃ１－４）アルキル又は（Ｃ

１－４）アルコキシを表す。）；
－－－－　－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｎ［（Ｃ１－４）アルキル］２；又は、
－－－－　（５－メチル－２－オキソ－［１，３］ジオキソール－４－イル）－メチルオ
キシ－；
を表す。）；
－－　－ＣＯ－ＣＨ２－ＯＨ；
【化３】

－－　２－ヒドロキシ－３，４－ジオキソ－シクロブタ－１－エニル；
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－－　ヒドロキシ－（Ｃ１－４）アルキル；
－－　ジヒドロキシ－（Ｃ２－４）アルキル；
－－　ヒドロキシ－（Ｃ２－４）アルコキシ；
－－　（Ｃ１－４）アルコキシ－（Ｃ２－４）アルコキシ；
－－　－（ＣＨ２）ｒ－ＣＯ－ＮＲＮ３ＲＮ４（ｒは、整数の０又は１を表し；ＲＮ３及
びＲＮ４は、独立に、水素、（Ｃ１－４）アルキル、ヒドロキシ－（Ｃ２－４）アルキル
、（Ｃ１－３）アルコキシ－（Ｃ２－４）アルキル又はヒドロキシを表す。）；
－－　－Ｘ２－ＮＲＮ１ＲＮ２（Ｘ２は－（ＣＨ２）ｍ－（ｍは、整数の０又は１を表す
。）を表すか；又は、Ｘ２は－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ２－＊（アスタリスクは－ＮＲＮ１ＲＮ

２基に結合する結合を示す。）を表し；
－－－　ＲＮ１及びＲＮ２は、独立に、水素、（Ｃ１－４）アルキル、（Ｃ１－４）アル
コキシ－（Ｃ２－４）アルキル、（Ｃ３－６）シクロアルキル又は（Ｃ２－３）フルオロ
アルキルを表すか；
－－－　又は、ＲＮ１は、独立に、水素又は（Ｃ１－４）アルキルを表し、かつ、ＲＮ２

は、独立に、－ＣＯ－Ｈ、－ＣＯ－（Ｃ１－３）アルキル、－ＣＯ－（Ｃ１－３）アルキ
レン－ＯＨ又は－ＣＯ－Ｏ－（Ｃ１－３）アルキルを表すか；
－－－　又は、ＲＮ１及びＲＮ２は、それらが結合する窒素とともに、１個の環酸素又は
環硫黄原子を任意に有する４、５又は６員の飽和環を形成し、当該環は、未置換であるか
、又は、環炭素原子上で１個のオキソにより置換され、又は、環硫黄原子上で２個のオキ
ソにより置換される。）；
－－　－ＮＨ－ＣＯ－ＮＲＮ５ＲＮ６（ＲＮ５及びＲＮ６は、独立に、水素又は（Ｃ１－

４）アルキルを表す。）；
－－　－ＳＯ２－ＲＳ１（ＲＳ１は、ヒドロキシ、（Ｃ１－４）アルキル又は－ＮＲＮ７

ＲＮ８（ＲＮ７及びＲＮ８は、独立に、水素又は（Ｃ１－３）アルキルを表す。）を表す
。）；
－－　－Ｓ－ＲＳ２（ＲＳ２は、（Ｃ１－４）アルキル、１個の環酸素原子を任意に有す
る（Ｃ３－６）シクロアルキルを表す。）；
－－　－（ＣＨ２）ｑ－ＨＥＴ１（ｑは整数の０、１又は２を表し；ＨＥＴ１は、５－オ
キソ－４，５－ジヒドロ－［１，２，４］オキサジアゾール－３－イル、３－オキソ－２
，３－ジヒドロ－［１，２，４］オキサジアゾール－５－イル又は５－チオキソ－４，５
－ジヒドロ－［１，２，４］オキサジアゾール－３－イルを表す。）；
－－　－（ＣＨ２）ｐ－ＨＥＴ（ｐは整数の０又は１を表し；ＨＥＴは５又は６員のヘテ
ロアリールを表し、当該５又は６員のヘテロアリールは、未置換であるか、又は、１若し
くは２個の置換基により置換され、上記置換基は、（Ｃ１－４）アルキル、（Ｃ１－４）
アルコキシ、－ＣＯＯＨ、ヒドロキシ、ヒドロキシ－（Ｃ１－３）アルキル、１個の環酸
素原子を任意に有する（Ｃ３－５）シクロアルキル又は－ＮＲＮ９ＲＮ１０（ＲＮ９及び
ＲＮ１０は、独立に、水素、（Ｃ１－３）アルキル又はヒドロキシ－（Ｃ２－４）アルキ
ルを表す。）から独立に選択される。）；
から独立に選択される；
フェニル又は５若しくは６員のヘテロアリール；を表すか；
　－　又は、Ａｒ１は、８～１０員の二環式ヘテロアリールを表し；当該８～１０員の二
環式ヘテロアリールは、独立に、未置換であるか、１又は２個の置換基により置換され、
上記置換基は、（Ｃ１－４）アルキル；（Ｃ１－４）アルコキシ；（Ｃ１－３）フルオロ
アルキル；（Ｃ１－３）フルオロアルコキシ；ハロゲン；シアノ；ヒドロキシ又は－（Ｃ

０－３）アルキレン－ＣＯＯＲＯ２（ＲＯ２は、水素又は（Ｃ１－４）アルキルを表す。
）から独立に選択され；
　－　又は、Ａｒ１は構造（Ａｒ－ＩＩＩ）の基を表し：
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【化４】

　式中、環（Ｂ）は、フェニル基に縮合した非芳香族５又は６員環を表し、環（Ｂ）は、
窒素及び酸素から独立に選択される１又は２個のヘテロ原子を有し；当該環（Ｂ）は、独
立に、未置換であるか、１又は２個の置換基により置換され、上記置換基は、オキソ、（
Ｃ１－６）アルキル及び－（Ｃ０－３）アルキレン－ＣＯＯＲＯ３（ＲＯ３は、水素又は
（Ｃ１－３）アルキルを表す。）から独立に選択される。
【請求項２】
式（ＩＩ）の化合物又はその薬学的に許容される塩：
【化５】

（式中、
フラグメント：
【化６】

中の環（Ａ）は、芳香族５若しくは６員環又は非芳香族５～７員環を表し、この環（Ａ）
はフェニル基に縮合し、当該環（Ａ）は、窒素、酸素及び硫黄から独立に選択される１又
は２個のヘテロ原子を任意に有し；当該フラグメントは、任意で、（Ｒ１）ｎにより置換
され；（Ｒ１）ｎは、１、２、３又は４個の任意の置換基を表し、当該置換基Ｒ１は、（
Ｃ１－３）アルキル、（Ｃ２－３）アルケニル、（Ｃ２－３）アルキニル、（Ｃ１－３）
アルコキシ、ハロゲン、－Ｓ－（Ｃ１－３）アルキル、（Ｃ１－３）フルオロアルキル、
（Ｃ１－３）フルオロアルコキシ、シアノ、オキソ、－ＮＲＮ７ＲＮ８（ＲＮ７及びＲＮ

８は、独立に、水素又は（Ｃ１－４）アルキルを表す。）から独立に選択され；
Ｒ３は、水素又はメチルを表し；
　Ａｒ１は、
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－　構造（Ａｒ－Ｉ）のフェニル基を表すか：
【化７】

（式中、
Ｒｐは、
－　環酸素原子を有する（Ｃ４－６）シクロアルキルであって、未置換であるか、又は、
１個のヒドロキシにより置換された、環酸素原子を有する（Ｃ４－６）シクロアルキル；
－　ヒドロキシ；
－　－Ｘ１－ＣＯ－ＲＯ１

（－－　Ｘ１は、直接結合、（Ｃ１－３）アルキレン、－Ｏ－（Ｃ１－３）アルキレン－
＊、－ＮＨ－（Ｃ１－３）アルキレン－＊、－Ｓ－ＣＨ２－＊、－ＣＦ２－、－ＣＨ＝Ｃ
Ｈ－、エテン－１，１－ジイル、－Ｃ≡Ｃ－、－ＮＨ－ＣＯ－＊、－ＣＯ－又は（Ｃ３－

５）シクロアルキレンを表し（アスタリスクは－ＣＯ－ＲＯ１基に結合する結合を示す。
）；
－－　ＲＯ１は、
－－－　－ＯＨ；
－－－　－Ｏ－（Ｃ１－４）アルキル；
－－－　－ＮＨ－ＳＯ２－ＲＳ３（ＲＳ３は、（Ｃ１－４）アルキル、（Ｃ３－６）シク
ロアルキルであって、環酸素原子を任意に有する、（Ｃ３－６）シクロアルキル、（Ｃ３

－６）シクロアルキル－（Ｃ１－３）アルキレンであって、（Ｃ３－６）シクロアルキル
が環酸素原子を任意に有する、（Ｃ３－６）シクロアルキル－（Ｃ１－３）アルキレン、
（Ｃ１－３）フルオロアルキル又は－ＮＨ２を表す。）；
－－－　－Ｏ－ＣＨ２－ＣＯ－ＲＯ４（ＲＯ４は、ヒドロキシ又は（Ｃ１－４）アルコキ
シ又は－Ｎ［（Ｃ１－４）アルキル］２を表す。）；
－－－　－Ｏ－ＣＨ２－Ｏ－ＣＯ－ＲＯ５（ＲＯ５は、（Ｃ１－４）アルキル又は（Ｃ１

－４）アルコキシを表す。）；
－－－　－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｎ［（Ｃ１－４）アルキル］２；又は、
－－－　（５－メチル－２－オキソ－［１，３］ジオキソール－４－イル）－メチルオキ
シ－；
を表す。）；

【化８】

－　２－ヒドロキシ－３，４－ジオキソ－シクロブタ－１－エニル；
－　ヒドロキシ－（Ｃ１－４）アルキル；
－　ヒドロキシ－（Ｃ２－４）アルコキシ；
－　－（ＣＨ２）ｒ－ＣＯ－ＮＲＮ３ＲＮ４（ｒは、整数の０又は１を表し；ＲＮ３及び
ＲＮ４は、独立に、水素、（Ｃ１－４）アルキル、ヒドロキシ－（Ｃ２－４）アルキル、
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（Ｃ１－３）アルコキシ－（Ｃ２－４）アルキル又はヒドロキシを表す。）；
－　－ＮＲＮ１ＲＮ２（ＲＮ１は、独立に、水素又は（Ｃ１－４）アルキルを表し、ＲＮ

２は、独立に、－ＣＯ－Ｈ、－ＣＯ－（Ｃ１－３）アルキル又は－ＣＯ－（Ｃ１－３）ア
ルキレン－ＯＨを表す。）；
－　－ＮＨ－ＣＯ－ＮＲＮ５ＲＮ６（ＲＮ５及びＲＮ６は、独立に、水素又は（Ｃ１－４

）アルキルを表す。）；
－　－ＳＯ２－ＲＳ１（ＲＳ１は、（Ｃ１－４）アルキル又は－ＮＲＮ７ＲＮ８（ＲＮ７

及びＲＮ８は、独立に、水素又は（Ｃ１－３）アルキルを表す。）を表す。）；
－　－（ＣＨ２）ｑ－ＨＥＴ１（ｑは整数の０、１又は２を表し；ＨＥＴ１は、５－オキ
ソ－４，５－ジヒドロ－［１，２，４］オキサジアゾール－３－イル、３－オキソ－２，
３－ジヒドロ－［１，２，４］オキサジアゾール－５－イル又は５－チオキソ－４，５－
ジヒドロ－［１，２，４］オキサジアゾール－３－イルを表す。）；
－　－（ＣＨ２）ｐ－ＨＥＴ（ｐは整数の０又は１を表し；ＨＥＴは、５員のヘテロアリ
ールを表し、当該５員のヘテロアリールは、未置換であるか、又は、１若しくは２個の置
換基により置換され、上記置換基は、（Ｃ１－４）アルキル、（Ｃ１－４）アルコキシ、
－ＣＯＯＨ、ヒドロキシ、ヒドロキシ－（Ｃ１－３）アルキル、１個の環酸素原子を任意
に有する（Ｃ３－５）シクロアルキル又は－ＮＲＮ９ＲＮ１０（ＲＮ９及びＲＮ１０は、
独立に、水素、（Ｃ１－３）アルキル又はヒドロキシ－（Ｃ２－４）アルキルを表す。）
から独立に選択される。）；
を表し；
Ｒｍ１は、
－　水素；
－　（Ｃ１－６）アルキル；
－　（Ｃ１－４）アルコキシ；
－　（Ｃ１－３）フルオロアルキル；
－　（Ｃ１－３）フルオロアルコキシ；
－　ハロゲン；
－　（Ｃ３－６）シクロアルキル；
－　（Ｃ３－６）シクロアルキル－オキシ；
－　ヒドロキシ；
－　ヒドロキシ－（Ｃ２－４）アルコキシ；
－　－Ｘ２－ＮＲＮ１ＲＮ２（Ｘ２は直接結合を表すか；又は、Ｘ２は－Ｏ－ＣＨ２－Ｃ
Ｈ２－＊（アスタリスクは－ＮＲＮ１ＲＮ２基に結合する結合を示す。）を表し、ＲＮ１

及びＲＮ２は、独立に、水素、（Ｃ１－４）アルキル又は（Ｃ３－６）シクロアルキルを
表す。）；
－　－Ｓ－ＲＳ２（ＲＳ２は、（Ｃ１－４）アルキル又は１個の環酸素原子を任意に有す
る（Ｃ３－６）シクロアルキルを表す。）；
を表し；
Ｒｍ２は、水素、メチル、フルオロ又はクロロを表し；
Ｒｏ１は水素を表すか；又は、Ｒｍ２が水素を表す場合には、Ｒｏ１は、水素又はフルオ
ロを表す。）；
　又は、Ａｒ１は、構造（Ａｒ－ＩＩ）の５員のヘテロアリール基を表すか：
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【化９】

　（式中、
ＹはＣＲ８（Ｒ８は水素又はハロゲンを表す。）を表すか；又は、ＹはＮを表し；
Ｒ７は、
－　環酸素原子を有する（Ｃ４－６）シクロアルキルであって、未置換であるか、又は、
１個のヒドロキシにより置換された、環酸素原子を有する（Ｃ４－６）シクロアルキル；
－　－Ｘ１－ＣＯ－ＲＯ１

（－－　Ｘ１は、直接結合、（Ｃ１－３）アルキレン、－Ｏ－（Ｃ１－３）アルキレン－
＊、－ＮＨ－（Ｃ１－３）アルキレン－＊、－Ｓ－ＣＨ２－＊、－ＣＦ２－、－ＣＨ＝Ｃ
Ｈ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＮＨ－ＣＯ－＊、－ＣＯ－又は（Ｃ３－５）シクロアルキレンを表
し（アスタリスクは－ＣＯ－ＲＯ１基に結合する結合を示す。）；
－－　ＲＯ１は、
－－－　－ＯＨ；
－－－　－Ｏ－（Ｃ１－４）アルキル；
－－－　－ＮＨ－ＳＯ２－ＲＳ３（ＲＳ３は、（Ｃ１－４）アルキル、（Ｃ３－６）シク
ロアルキルであって、環酸素原子を任意に有する、（Ｃ３－６）シクロアルキル、（Ｃ３

－６）シクロアルキル－（Ｃ１－３）アルキレンであって、（Ｃ３－６）シクロアルキル
が環酸素原子を任意に有する、（Ｃ３－６）シクロアルキル－（Ｃ１－３）アルキレン、
（Ｃ１－３）フルオロアルキル又は－ＮＨ２；を表す。）；
－－－　－Ｏ－ＣＨ２－ＣＯ－ＲＯ４（ＲＯ４は、ヒドロキシ又は（Ｃ１－４）アルコキ
シ又は－Ｎ［（Ｃ１－４）アルキル］２を表す。）；
－－－　－Ｏ－ＣＨ２－Ｏ－ＣＯ－ＲＯ５（ＲＯ５は、（Ｃ１－４）アルキル又は（Ｃ１

－４）アルコキシを表す。）；
－－－　－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｎ［（Ｃ１－４）アルキル］２；又は、
－－－　（５－メチル－２－オキソ－［１，３］ジオキソール－４－イル）－メチルオキ
シ－；
を表す。）；

【化１０】

－　２－ヒドロキシ－３，４－ジオキソ－シクロブタ－１－エニル；
－　ヒドロキシ－（Ｃ１－４）アルキル；
－　ヒドロキシ－（Ｃ２－４）アルコキシ；
－　－（ＣＨ２）ｒ－ＣＯ－ＮＲＮ３ＲＮ４（ｒは、整数の０又は１を表し；ＲＮ３及び
ＲＮ４は、独立に、水素、（Ｃ１－４）アルキル、ヒドロキシ－（Ｃ２－４）アルキル、
（Ｃ１－３）アルコキシ－（Ｃ２－４）アルキル又はヒドロキシを表す。）；
－　－ＮＲＮ１ＲＮ２（ＲＮ１は、独立に、水素又は（Ｃ１－４）アルキルを表し、ＲＮ



(9) JP 2020-520358 A5 2021.7.26

２は、独立に、－ＣＯ－Ｈ、－ＣＯ－（Ｃ１－３）アルキル又は－ＣＯ－（Ｃ１－３）ア
ルキレン－ＯＨを表す。）；
－　－ＮＨ－ＣＯ－ＮＲＮ５ＲＮ６（ＲＮ５及びＲＮ６は、独立に、水素又は（Ｃ１－４

）アルキルを表す。）；
－　－ＳＯ２－ＲＳ１（ＲＳ１は、（Ｃ１－４）アルキル又は－ＮＲＮ７ＲＮ８（ＲＮ７

及びＲＮ８は、独立に、水素又は（Ｃ１－３）アルキルを表す。）を表す。）；
－　－（ＣＨ２）ｑ－ＨＥＴ１（ｑは整数の０、１又は２を表し；ＨＥＴ１は、５－オキ
ソ－４，５－ジヒドロ－［１，２，４］オキサジアゾール－３－イル、３－オキソ－２，
３－ジヒドロ－［１，２，４］オキサジアゾール－５－イル又は５－チオキソ－４，５－
ジヒドロ－［１，２，４］オキサジアゾール－３－イルを表す。）；
－　－（ＣＨ２）ｐ－ＨＥＴ（ｐは整数の０又は１を表し；ＨＥＴは、５員のヘテロアリ
ールを表し、当該５員のヘテロアリールは、未置換であるか、又は、１若しくは２個の置
換基により置換され、上記置換基は、（Ｃ１－４）アルキル、（Ｃ１－４）アルコキシ、
－ＣＯＯＨ、ヒドロキシ、ヒドロキシ－（Ｃ１－３）アルキル、１個の環酸素原子を任意
に有する（Ｃ３－５）シクロアルキル又は－ＮＲＮ９ＲＮ１０（ＲＮ９及びＲＮ１０は、
独立に、水素、（Ｃ１－３）アルキル又はヒドロキシ－（Ｃ２－４）アルキルを表す。）
から独立に選択される。）；
を表し；
－　Ｒ６は、
－－　（Ｃ１－６）アルキル；
－－　（Ｃ１－４）アルコキシ；
－－　（Ｃ１－３）フルオロアルキル；
－－　（Ｃ１－３）フルオロアルコキシ；
－－　ハロゲン；
－－　ヒドロキシ；
－－　（Ｃ３－６）シクロアルキル；
－－　（Ｃ３－６）シクロアルキル－オキシ；
－－　ヒドロキシ－（Ｃ２－４）アルコキシ；
－－　－Ｘ２－ＮＲＮ１ＲＮ２（Ｘ２は直接結合を表すか；又は、Ｘ２は、－Ｏ－ＣＨ２

－ＣＨ２－＊（アスタリスクは－ＮＲＮ１ＲＮ２基に結合する結合を示す。）を表し、Ｒ
Ｎ１及びＲＮ２は、独立に、水素、（Ｃ１－４）アルキル又は（Ｃ３－６）シクロアルキ
ルを表す。）；
－－　－Ｓ－ＲＳ２（ＲＳ２は、（Ｃ１－４）アルキル又は１個の環酸素原子を任意に有
する（Ｃ３－６）シクロアルキルを表す。）；
を表す。）
　又は、Ａｒ１は、８～１０員の二環式ヘテロアリールを表し；当該８～１０員の二環式
ヘテロアリールは、独立に、１個の－（Ｃ０－３）アルキレン－ＣＯＯＲＯ２（ＲＯ２は
、水素又は（Ｃ１－４）アルキルを表す。）により置換され；
　又は、Ａｒ１は、２－オキソ－２，３－ジヒドロ－ベンゾオキサゾール－６－イル、３
－メチル－２－オキソ－２，３－ジヒドロ－ベンゾオキサゾール－５－イル、１－メチル
－３－オキソ－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インダゾール－６－イル、２－オキソ－１，２
，３，４－テトラヒドロ－キナゾリン－６－イル、１－メチル－２－オキソ－１，２，３
，４－テトラヒドロ－キナゾリン－６－イル、１－オキソ－１，２，３，４－テトラヒド
ロ－イソキノリン－６－イル、１－メチル－２－オキソ－１，２，３，４－テトラヒドロ
－キナゾリン－７－イル及び１－オキソ－１，２，３，４－テトラヒドロ－イソキノリン
－７－イルから選択される、構造（Ａｒ－ＩＩＩ）の基
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【化１１】

を表す。）。
【請求項３】
Ａｒ１が：
【化１２】
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【化１３】
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【化１４】
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【化１５】
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【化１６】

から選択される基を表す、請求項２に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項４】
Ａｒ１が：
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【化１７】

から選択される基を表す、請求項２に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項５】
フラグメント
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【化１８】

が、
－　ベンゾフラニル、ベンゾチオフェニル、ベンゾチアゾリル、ベンゾイソチアゾリル、
インドリル、インダゾリル、ナフチル、キノリニル及びイソキノリニルから選択される基
であって；これらの基は、独立に、未置換であるか、又は、（Ｒ１）ｎにより置換され；
（Ｒ１）ｎは１、２、３又は４個の置換基を表し、当該置換基Ｒ１が、（Ｃ１－３）アル
キル、（Ｃ２－３）アルケニル、（Ｃ２－３）アルキニル、（Ｃ１－３）アルコキシ、ハ
ロゲン、－Ｓ－（Ｃ１－３）アルキル、（Ｃ１－３）フルオロアルキル、（Ｃ１－３）フ
ルオロアルコキシ、シアノ又は－ＮＲＮ７ＲＮ８（ＲＮ７及びＲＮ８は、独立に、水素又
は（Ｃ１－４）アルキルを表す。）から独立に選択される、基；又は、
－　２，３－ジヒドロ－ベンゾ［ｂ］チオフェニル、ベンゾ［１，３］ジオキソリル、１
，３－ジヒドロ－イソベンゾフラニル、２，３－ジヒドロ－ベンゾフラニル、インダニル
、５，６，７，８－テトラヒドロ－ナフタレニル、２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］
ジオキシニル、クロマニル、３，４－ジヒドロ－２Ｈ－ベンゾ［１，４］オキサジニル、
１，２，３，４－テトラヒドロ－キノリニル及び３，４－ジヒドロ－２Ｈ－ベンゾ［ｂ］
［１，４］ジオキセピニルから選択される基であって；これらの基は、独立に、未置換で
あるか、又は、（Ｒ１）ｎにより置換され；（Ｒ１）ｎは１、２又は３個の置換基を表し
、当該置換基Ｒ１が、（Ｃ１－３）アルキル、（Ｃ２－３）アルケニル、（Ｃ２－３）ア
ルキニル、（Ｃ１－３）アルコキシ、ハロゲン、－Ｓ－（Ｃ１－３）アルキル、（Ｃ１－

３）フルオロアルキル、（Ｃ１－３）フルオロアルコキシ、シアノ、オキソ又は－ＮＲＮ

７ＲＮ８（ＲＮ７及びＲＮ８は、独立に、水素又は（Ｃ１－４）アルキルを表す。）から
独立に選択される、基；
を表す、請求項２～４のいずれか１項に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項６】
フラグメント
【化１９】

が、下記の群ａ）、ｂ）、ｃ）及びｄ）、又は、下記の群ｅ）、ｆ）及びｇ）から選択さ
れる基を表す、請求項２～４のいずれか１項に記載の化合物又はその薬学的に許容される
塩：
ａ）　ベンゾチオフェン－５－イル、ベンゾチオフェン－６－イル、６－メチル－ベンゾ
チオフェン－５－イル、３－メチル－ベンゾチオフェン－５－イル、４－メチル－ベンゾ
チオフェン－５－イル、６－メトキシ－ベンゾチオフェン－５－イル、５－メトキシ－ベ
ンゾチオフェン－６－イル、６－シアノ－ベンゾチオフェン－５－イル、３－シアノ－ベ
ンゾチオフェン－５－イル、６－エトキシ－ベンゾチオフェン－５－イル、４－フルオロ
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－７－メトキシ－２－メチル－ベンゾチオフェン－６－イル、ベンゾイソチアゾール－５
－イル、ベンゾチアゾール－５－イル、ベンゾチアゾール－６－イル、ベンゾフラン－５
－イル、ベンゾフラン－６－イル、６－フルオロ－ベンゾフラン－５－イル、６－メトキ
シ－ベンゾフラン－５－イル、５－メトキシ－ベンゾフラン－６－イル、２－フルオロ－
５－メトキシ－ベンゾフラン－６－イル、６－メトキシ－４－メチル－ベンゾフラン－５
－イル、４，５－ジフルオロ－７－メトキシ－２－メチル－ベンゾフラン－６－イル、ベ
ンゾオキサゾール－６－イル、１Ｈ－インドール－５－イル、１Ｈ－インドール－６－イ
ル、１－メチル－１Ｈ－インドール－６－イル、１－メチル－１Ｈ－インドール－５－イ
ル、６－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－インドール－５－イル、１，３－ジメチル－１Ｈ
－インドール－５－イル、１－エチル－１Ｈ－インドール－６－イル又は５－メトキシ－
１－メチル－１Ｈ－インダゾール－６－イル；
ｂ）　ナフタレン－２－イル、３－クロロ－ナフタレン－２－イル、１－クロロ－ナフタ
レン－２－イル、８－フルオロ－ナフタレン－２－イル、１－フルオロ－ナフタレン－２
－イル、３－メチル－ナフタレン－２－イル、１－メチル－ナフタレン－２－イル、１－
アミノ－ナフタレン－２－イル、３－エチニル－ナフタレン－２－イル、１－エチニル－
ナフタレン－２－イル、１－ビニル－ナフタレン－２－イル、１，３－ジフルオロ－ナフ
タレン－２－イル、３－メトキシ－ナフタレン－２－イル、３－シアノ－ナフタレン－２
－イル、１－シアノ－ナフタレン－２－イル、３－メチルアミノ－ナフタレン－２－イル
、１－フルオロ－３－メトキシ－ナフタレン－２－イル、４－クロロ－３－メトキシ－ナ
フタレン－２－イル、４－フルオロ－３－メトキシ－ナフタレン－２－イル、３－エトキ
シ－ナフタレン－２－イル、３－メトキシ－１－メチル－ナフタレン－２－イル、３－シ
アノ－１－フルオロ－ナフタレン－２－イル、３－シアノ－１－メチル－ナフタレン－２
－イル、３－イソプロポキシ－ナフタレン－２－イル又は３－ジフルオロメトキシ－ナフ
タレン－２－イル；
ｃ）　キノリン－６－イル、６－フルオロ－イソキノリン－７－イル、７－フルオロ－イ
ソキノリン－６－イル、５－フルオロ－キノリン－６－イル、７－メチル－キノリン－６
－イル、８－メチル－キノリン－７－イル、４－クロロ－７－メチル－キノリン－６－イ
ル、７－クロロ－８－メチル－キノリン－６－イル、５，８－ジフルオロ－キノリン－６
－イル又は７－クロロ－８－フルオロ－キノリン－６－イル、５，７－ジフルオロ－キノ
リン－６－イル；
ｄ）　２，３－ジヒドロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル、ベンゾ［１，３］ジオキ
ソール－５－イル、６－メトキシ－ベンゾ［１，３］ジオキソール－５－イル、６－シア
ノ－ベンゾ［１，３］ジオキソール－５－イル、６－クロロ－２，２－ジフルオロ－ベン
ゾ［１，３］ジオキソール－５－イル、６－ジフルオロメトキシ－ベンゾ［１，３］ジオ
キソール－５－イル、１，３－ジヒドロ－イソベンゾフラン－５－イル、２，３－ジヒド
ロ－ベンゾフラン－５－イル、２，３－ジヒドロ－ベンゾフラン－６－イル、インダン－
５－イル、３－メトキシ－５，６，７，８－テトラヒドロ－ナフタレン－２－イル、２，
３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル、８－クロロ－２，３－ジヒドロ
－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル、８－フルオロ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［
１，４］ジオキシン－６－イル、８－メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオ
キシン－６－イル、７－メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－
イル、７－メチルスルファニル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－
イル、７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル、７－
シアノ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル、７－エトキシ－２
，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル、クロマン－７－イル、クロマ
ン－６－イル、６－クロロ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－ベンゾ［１，４］オキサジン－７
－イル、７－フルオロ－４－メチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－ベンゾ［１，４］オキサ
ジン－６－イル、７－フルオロ－１－メチル－１，２，３，４－テトラヒドロ－キノリン
－６－イル、７－メトキシ－１，２，３，４－テトラヒドロ－キノリン－６－イル、７－
メトキシ－１－メチル－２－オキソ－１，２，３，４－テトラヒドロ－キノリン－６－イ
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ル又は８－メトキシ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－ベンゾ［ｂ］［１，４］ジオキセピン－
７－イル；
ｅ）　７－メチル－ベンゾチオフェン－５－イル、７－メチル－ベンゾチオフェン－６－
イル、４－フルオロ－ベンゾチオフェン－５－イル、７－フルオロ－ベンゾチオフェン－
５－イル、７－クロロ－ベンゾチオフェン－５－イル、３－クロロ－ベンゾチオフェン－
５－イル、３－クロロ－７－フルオロ－ベンゾチオフェン－５－イル、７－フルオロ－６
－メトキシ－ベンゾチオフェン－５－イル、７－トリフルオロメチル－ベンゾチオフェン
－５－イル；
ｆ）　３－エトキシ－１－フルオロ－ナフタレン－２－イル、３－エトキシ－１－メチル
－ナフタレン－２－イル；及び
ｇ）　７－フルオロ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル、５－
メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル、７－エチニル－２
，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル、５－フルオロ－７－メトキシ
－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル、７－メトキシ－５－メチ
ル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル、７－ジフルオロメトキ
シ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル。
【請求項７】
フラグメント
【化２０】

が、下記の群ａ）、ｂ）、ｃ）及びｄ）から選択される基を表す、請求項２～４のいずれ
か１項に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩：
ａ）　ベンゾチオフェン－５－イル、６－メチル－ベンゾチオフェン－５－イル、４－メ
チル－ベンゾチオフェン－５－イル、６－メトキシ－ベンゾチオフェン－５－イル、５－
メトキシ－ベンゾチオフェン－６－イル、３－シアノ－ベンゾチオフェン－５－イル、６
－エトキシ－ベンゾチオフェン－５－イル、ベンゾチアゾール－５－イル、ベンゾフラン
－５－イル、６－フルオロ－ベンゾフラン－５－イル、６－メトキシ－ベンゾフラン－５
－イル、５－メトキシ－ベンゾフラン－６－イル、６－メトキシ－４－メチル－ベンゾフ
ラン－５－イル、１Ｈ－インドール－５－イル又は１Ｈ－インドール－６－イル；
ｂ）　１－メチル－ナフタレン－２－イル、１－エチニル－ナフタレン－２－イル、３－
メトキシ－ナフタレン－２－イル、１－フルオロ－３－メトキシ－ナフタレン－２－イル
、３－エトキシ－ナフタレン－２－イル、３－メトキシ－１－メチル－ナフタレン－２－
イル又は３－シアノ－１－メチル－ナフタレン－２－イル；
ｃ）　７－クロロ－８－フルオロ－キノリン－６－イル又は５，７－ジフルオロ－キノリ
ン－６－イル；
ｄ）　２，３－ジヒドロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル、ベンゾ［１，３］ジオキ
ソール－５－イル、６－メトキシ－ベンゾ［１，３］ジオキソール－５－イル、６－シア
ノ－ベンゾ［１，３］ジオキソール－５－イル、６－ジフルオロメトキシ－ベンゾ［１，
３］ジオキソール－５－イル、７－メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキ
シン－６－イル、７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－
イル、７－シアノ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル、７－エ
トキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル又は７－フルオロ－
４－メチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－ベンゾ［１，４］オキサジン－６－イル。
【請求項８】
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３－エトキシ－５－｛６－［２－（３－メトキシ－１－メチル－ナフタレン－２－イル）
－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
５－｛６－［２－（３－シアノ－１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ］
－ピリミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（１－フルオロ－３－メトキシ－ナフタレン－２－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）
－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
５－［６－（２－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４
－イル］－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
５－｛６－［２－（７－シアノ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カ
ルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（６－メトキシ－４－メチル－ベンゾフラン－５－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（３－メトキシ－ナフタレン－２－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
５－［６－（２－ベンゾ［ｂ］チオフェン－６－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４
－イル］－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾフラン－５－イル）－エチルア
ミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（６－フルオロ－ベンゾフラン－５－イル）－エチルア
ミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（５－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－６－イル）
－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
５－｛６－［２－（２，３－ジヒドロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルア
ミノ］－ピリミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（１－エチニル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（４－メチル－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－
エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（３－エトキシ－ナフタレン－２－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（１Ｈ－インドール－６－イル）－エチルアミノ］－ピ
リミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
２－シクロブトキシ－４－｛６－［２－（１－フルオロ－３－メトキシ－ナフタレン－２
－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］
ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－
カルボン酸；
５－｛６－［２－（３－シアノ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ］
－ピリミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
４－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン
－４－イル｝－２－プロピル－安息香酸；
４－｛６－［２－（１－フルオロ－３－メトキシ－ナフタレン－２－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
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３－エトキシ－５－｛６－［２－（７－メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジ
オキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カ
ルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（１Ｈ－インドール－５－イル）－エチルアミノ］－ピ
リミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（６－メチル－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－
エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（８－フルオロ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］
ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－
カルボン酸；
５－［６－（２－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４
－イル］－ベンゾフラン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（７－エトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］
ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－
カルボン酸；
５－｛６－［２－（２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル）－エチ
ルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（１－メチル－１Ｈ－インドール－６－イル）－エチル
アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
５－｛６－［２－（５，７－ジフルオロ－キノリン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリ
ミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
５－｛６－［２－（３－ジフルオロメトキシ－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ］
－ピリミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
５－［６－（２－ベンゾフラン－６－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４－イル］－
３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（３－メチル－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－
エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
３－（２－ヒドロキシ－エトキシ）－５－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾ［１，３］ジオキソール－５－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
５－［６－（２－ベンゾフラン－５－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４－イル］－
３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
４－｛６－［２－（３－シアノ－１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ］
－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（６－エトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェノキシ）－酢酸；
５－［６－（２－クロマン－６－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４－イル］－３－
エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
３－（３－エトキシ－５－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチル
アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－イル）－プロピオン酸；
４－｛６－［２－（３－メトキシ－１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
２－シクロブトキシ－４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
５－｛６－［２－（６－シアノ－ベンゾ［１，３］ジオキソール－５－イル）－エチルア
ミノ］－ピリミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
５－｛６－［２－（２，３－ジヒドロ－ベンゾフラン－６－イル）－エチルアミノ］－ピ
リミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（３－メトキシ－１－メチル－ナフタレン－２－イル）
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－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－フルオロ－４－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－６－プロピル－安息香酸；
４－｛６－［２－（６－シアノ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ］
－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
２－シクロブトキシ－４－｛６－［２－（３－メトキシ－１－メチル－ナフタレン－２－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェノキシ）－酢酸；
６－｛６－［２－（７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６
－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－ベンゾフラン－２－カルボン酸；
２－ジフルオロメトキシ－４－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エ
チルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
６－［６－（２－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４
－イル］－ベンゾフラン－２－カルボン酸；
５－｛６－［２－（７－クロロ－８－メチル－キノリン－６－イル）－エチルアミノ］－
ピリミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
５－［６－（２－ベンゾチアゾール－５－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４－イル
］－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
５－｛６－［２－（７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６
－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－ベンゾフラン－２－カルボン酸；
５－［６－（２－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル－エチルアミノ）－２－メチル－ピ
リミジン－４－イル］－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
４－｛６－［２－（７－シアノ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸
；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－エトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４
］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェノキシ）－
酢酸；
２－シクロブトキシ－４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾフラン－５－イル）－エ
チルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（１－フルオロ－３－メトキシ－ナフタレン－２－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（６－メトキシ－４－メチル－ベンゾフラン－５－イ
ル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェノキシ）－酢酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（３－エチニル－ナフタレン－２－イル）－エチルア
ミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェノキシ）－酢酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（７－フルオロ－４－メチル－３，４－ジヒドロ－２Ｈ
－ベンゾ［１，４］オキサジン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝
－チオフェン－２－カルボン酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（３－エチニル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）
－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－エチルスルファニル－４－｛６－［２－（７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ
［１，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香
酸；
５－［６－（２－ベンゾ［１，３］ジオキソール－５－イル－エチルアミノ）－ピリミジ
ン－４－イル］－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾフラン－５－イル）－エチル
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アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェノキシ）－酢酸；
４－｛６－［２－（７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６
－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香
酸；
５－｛６－［２－（７－クロロ－８－フルオロ－キノリン－６－イル）－エチルアミノ］
－ピリミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢酸；
５－｛６－［２－（６－ジフルオロメトキシ－ベンゾ［１，３］ジオキソール－５－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボ
ン酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４
］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェノキシ）－
酢酸；
２－シクロブトキシ－４－｛６－［２－（５－メトキシ－ベンゾフラン－６－イル）－エ
チルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
４－［６－（２－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４
－イル］－２－シクロブトキシ－安息香酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（６－エトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）
－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン
－４－イル｝－１Ｈ－インドール－４－カルボン酸；
４－｛６－［２－（６－シアノ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ］
－ピリミジン－４－イル｝－２－エトキシ－安息香酸；
４－［６－（２－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４
－イル］－２－メチルスルファニル－安息香酸；
５－［６－（２－ベンゾ［ｄ］イソチアゾール－５－イル－エチルアミノ）－ピリミジン
－４－イル］－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
４－｛６－［２－（７－エトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６
－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香
酸；
４－｛６－［２－（２，３－ジヒドロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルア
ミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾフラン－５－イル）－エチル
アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（６－フルオロ－ベンゾフラン－５－イル）－エチル
アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェノキシ）－酢酸；
５－［６－（２－ベンゾオキサゾール－６－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４－イ
ル］－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
（３－エトキシ－５－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－イル）－酢酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾフラン－５－イル）－エチルア
ミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
４－｛６－［２－（５－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－６－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
４－［６－（２－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４
－イル］－２－エトキシ－安息香酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（６－メトキシ－４－メチル－ベンゾフラン－５－イ
ル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢酸；
２－エチルスルファニル－４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾフラン－５－イル）
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－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（５－メトキシ－ベンゾフラン－６－イル）－エチル
アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェノキシ）－酢酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（３－エトキシ－ナフタレン－２－イル）－エチルア
ミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェノキシ）－酢酸；
５－｛６－［２－（１，３－ジヒドロ－イソベンゾフラン－５－イル）－エチルアミノ］
－ピリミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
２－ブトキシ－４－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－シクロブトキシ－４－｛６－［２－（２，３－ジヒドロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－
５－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－シクロブトキシ－４－｛６－［２－（３－エトキシ－ナフタレン－２－イル）－エチ
ルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
５－｛６－［２－（４－クロロ－７－メチル－キノリン－６－イル）－エチルアミノ］－
ピリミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
４－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン
－４－イル｝－２－プロポキシ－安息香酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］
ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェノキシ）－酢
酸；
３－（３－エトキシ－５－｛６－［２－（１Ｈ－インドール－５－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－イル）－［１，２，４］オキサジアゾー
ル－５（４Ｈ）－オン；
３－（５－（６－（（２－（１Ｈ－インドール－５－イル）エチル）アミノ）ピリミジン
－４－イル）－３－エトキシチオフェン－２－イル）－［１，２，４］オキサジアゾール
－５－オール；
３－｛５－［６－（２－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル－エチルアミノ）－ピリミジ
ン－４－イル］－３－エトキシ－チオフェン－２－イル｝－［１，２，４］オキサジアゾ
ール－５（４Ｈ）－オン；
３－（５－（６－（（２－（ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）エチル）アミノ）ピリ
ミジン－４－イル）－３－エトキシチオフェン－２－イル）－［１，２，４］オキサジア
ゾール－５－オール；
３－（３－エトキシ－５－｛６－［２－（７－メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，
４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－
２－イル）－［１，２，４］オキサジアゾール－５（４Ｈ）－オン；
３－（３－エトキシ－５－（６－（（２－（７－メチル－２，３－ジヒドロベンゾ［ｂ］
［１，４］ジオキシン－６－イル）エチル）アミノ）ピリミジン－４－イル）チオフェン
－２－イル）－［１，２，４］オキサジアゾール－５－オール；
３－（３－エトキシ－５－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－イル）－［１，２
，４］オキサジアゾール－５（４Ｈ）－オン；
３－（３－エトキシ－５－（６－（（２－（６－メトキシベンゾ［ｂ］チオフェン－５－
イル）エチル）アミノ）ピリミジン－４－イル）チオフェン－２－イル）－［１，２，４
］オキサジアゾール－５－オール；
３－（３－エトキシ－５－｛６－［２－（１Ｈ－インドール－６－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－イル）－［１，２，４］オキサジアゾー
ル－５（４Ｈ）－オン；
３－（５－（６－（（２－（１Ｈ－インドール－６－イル）エチル）アミノ）ピリミジン
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－４－イル）－３－エトキシチオフェン－２－イル）－［１，２，４］オキサジアゾール
－５－オール；
３－｛５－［６－（２－ベンゾ［１，３］ジオキソール－５－イル－エチルアミノ）－ピ
リミジン－４－イル］－３－エトキシ－チオフェン－２－イル｝－［１，２，４］オキサ
ジアゾール－５（４Ｈ）－オン；
３－（５－（６－（（２－（ベンゾ［ｄ］［１，３］ジオキソール－５－イル）エチル）
アミノ）ピリミジン－４－イル）－３－エトキシチオフェン－２－イル）－［１，２，４
］オキサジアゾール－５－オール；
３－（３－エトキシ－５－｛６－［２－（７－フルオロ－キノリン－６－イル）－エチル
アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－イル）－［１，２，４］オキサジ
アゾール－５（４Ｈ）－オン；
３－（３－エトキシ－５－（６－（（２－（７－フルオロキノリン－６－イル）エチル）
アミノ）ピリミジン－４－イル）チオフェン－２－イル）－［１，２，４］オキサジアゾ
ール－５－オール；
｛６－［４－エトキシ－５－（１Ｈ－テトラゾール－５－イル）－チオフェン－２－イル
］－ピリミジン－４－イル｝－［２－（７－フルオロ－キノリン－６－イル）－エチル］
－アミン；
４－エトキシ－２－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－チアゾール－５－カルボン酸；
３－（４－エトキシ－２－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチル
アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チアゾール－５－イル）－［１，２，４］オキサジ
アゾール－５（４Ｈ）－オン；
３－（４－エトキシ－２－（６－（（２－（１－メチルナフタレン－２－イル）エチル）
アミノ）ピリミジン－４－イル）チアゾール－５－イル）－［１，２，４］オキサジアゾ
ール－５－オール；
３－（４－エチル－２－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルア
ミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チアゾール－５－イル）－［１，２，４］オキサジア
ゾール－５（４Ｈ）－オン；
３－（４－エチル－２－（６－（（２－（１－メチルナフタレン－２－イル）エチル）ア
ミノ）ピリミジン－４－イル）チアゾール－５－イル）－［１，２，４］オキサジアゾー
ル－５－オール；
３－エトキシ－５－（６－（（２－（１－メチルナフタレン－２－イル）エチル）アミノ
）ピリミジン－４－イル）－Ｎ－スルファモイルチオフェン－２－カルボキサミド；
Ｎ－（３－エトキシ－５－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチル
アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボニル）－メタンスルホンア
ミド；
２－シクロブトキシ－４－｛６－［２－（７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１
，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
４－｛６－［２－（６－メチル－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ］
－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－エトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４
］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢
酸；
４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾフラン－５－イル）－エチルアミノ］－ピリミ
ジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
２－シクロブトキシ－４－｛６－［２－（７－エトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１
，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
６－｛６－［２－（７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６
－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－ベンゾフラン－３－カルボン酸；
４－｛６－［２－（４－メチル－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ］
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－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
２－シクロブトキシ－４－｛６－［２－（６－メトキシ－４－メチル－ベンゾフラン－５
－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
４－｛６－［２－（３－シアノ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ］
－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
２－シクロブトキシ－４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾ［１，３］ジオキソール
－５－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（６－メトキシ－４－メチル－ベンゾフラン－５－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
（４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－フェニル）－酢酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（６－フルオロ－ベンゾフラン－５－イル）－エチルア
ミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－（２－エトキシ－４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾフラン－５－イル）－エ
チルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェノキシ）－プロピオン酸；
４－｛６－［２－（６－フルオロ－ベンゾフラン－５－イル）－エチルアミノ］－ピリミ
ジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
４－［６－（２－ベンゾフラン－５－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４－イル］－
２－メチルスルファニル－安息香酸；
４－［６－（２－ベンゾフラン－６－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４－イル］－
２－メチルスルファニル－安息香酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（６－メチル－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－
エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－エトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］
ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－シクロブトキシ－４－｛６－［２－（４－メチル－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イ
ル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾ［１，３］ジオキソール－５－イル）－エチル
アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］
ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－シクロブトキシ－４－｛６－［２－（７－メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，
４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（４－メチル－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－
エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾ［１，３］ジオキソール－５－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（１－フルオロ－ナフタレン－２－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（６－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－インドール－５－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
５－｛６－［２－（４－クロロ－３－メトキシ－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（８－メトキシ－３，４－ジヒドロ－２Ｈ－ベンゾ［ｂ
］［１，４］ジオキセピン－７－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チ
オフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（８－メチル－キノリン－７－イル）－エチルアミノ］
－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
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３－エトキシ－５－｛６－［２－（３－イソプロポキシ－ナフタレン－２－イル）－エチ
ルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
５－｛６－［２－（１－シアノ－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン
－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－［６－（２－ナフタレン－２－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－
４－イル］－チオフェン－２－カルボン酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（１－フルオロ－３－メトキシ－ナフタレン－２－イ
ル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（３－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－［６－（２－インダン－５－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４
－イル］－チオフェン－２－カルボン酸；
５－｛６－［２－（８－クロロ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カ
ルボン酸；
４－｛６－［２－（３－シアノ－１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ］
－ピリミジン－４－イル｝－２－エトキシ－安息香酸；
５－｛６－［２－（４，５－ジフルオロ－７－メトキシ－２－メチル－ベンゾフラン－６
－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－
カルボン酸；
５－［６－（２－クロマン－７－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４－イル］－３－
エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（３－メトキシ－５，６，７，８－テトラヒドロ－ナフ
タレン－２－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カル
ボン酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（３－メトキシ－１－メチル－ナフタレン－２－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢酸；
５－｛６－［２－（３－クロロ－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン
－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（１－メチル－１Ｈ－インドール－５－イル）－エチル
アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（８－フルオロ－ナフタレン－２－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（５－フルオロ－キノリン－６－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
２－シクロブトキシ－４－｛６－［２－（７－メチルスルファニル－２，３－ジヒドロ－
ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－
安息香酸；
５－｛６－［２－（１－アミノ－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン
－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
５－｛６－［２－（７－フルオロ－１－メチル－１，２，３，４－テトラヒドロ－キノリ
ン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－３－トリフルオロメチル－
チオフェン－２－カルボン酸；
４－｛６－［２－（３－シアノ－１－フルオロ－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－エトキシ－安息香酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（１－ビニル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
２－イソブチル－４－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（７－メチルスルファニル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ



(27) JP 2020-520358 A5 2021.7.26

［１，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフ
ェン－２－カルボン酸；
（４－｛６－［２－（６－シアノ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－エトキシ－フェニル）－酢酸；
（４－｛６－［２－（３－シアノ－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ］－ピリミジ
ン－４－イル｝－２－エトキシ－フェノキシ）－酢酸；
５－｛６－［２－（５，８－ジフルオロ－キノリン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリ
ミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（３－イソプロポキシ－ナフタレン－２－イル）－エ
チルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェノキシ）－酢酸；
５－｛６－［２－（１－クロロ－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン
－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
５－［６－（２－ベンゾチアゾール－６－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－４－イル
］－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
４－｛６－［２－（３－シアノ－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン
－４－イル｝－２－エトキシ－安息香酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（４－フルオロ－７－メトキシ－２－メチル－ベンゾ［
ｂ］チオフェン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－
２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（８－メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジ
オキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カ
ルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（７－フルオロ－キノリン－６－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（６－フルオロ－イソキノリン－７－イル）－エチルア
ミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
（４－｛６－［２－（１，３－ジフルオロ－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ］－
ピリミジン－４－イル｝－２－エトキシ－フェニル）－酢酸；
５－｛６－［２－（７－フルオロ－イソキノリン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミ
ジン－４－イル｝－３－トリフルオロメチル－チオフェン－２－カルボン酸；
４－｛６－［２－（７－シアノ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－シクロブトキシ－安息香酸；
５－｛６－［２－（２，３－ジヒドロ－ベンゾフラン－５－イル）－エチルアミノ］－ピ
リミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
（４－｛６－［２－（１－フルオロ－３－メトキシ－ナフタレン－２－イル）－エチルア
ミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－フェニル）－酢酸；
｛４－［６－（２－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル－エチルアミノ）－ピリミジン－
４－イル］－２－エトキシ－フェノキシ｝－酢酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（３－メトキシ－ナフタレン－２－イル）－エチルア
ミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェノキシ）－酢酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（４－フルオロ－３－メトキシ－ナフタレン－２－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
５－｛６－［２－（１，３－ジフルオロ－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ］－ピ
リミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
３－｛３－エトキシ－５－［６－（２－キノリン－６－イル－エチルアミノ）－ピリミジ
ン－４－イル］－チオフェン－２－イル｝－［１，２，４］オキサジアゾール－５（４Ｈ
）－オン；
３－（３－エトキシ－５－（６－（（２－（キノリン－６－イル）エチル）アミノ）ピリ
ミジン－４－イル）チオフェン－２－イル）－［１，２，４］オキサジアゾール－５－オ
ール；
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３－｛３－エトキシ－５－［６－（２－ナフタレン－２－イル－エチルアミノ）－ピリミ
ジン－４－イル］－チオフェン－２－イル｝－［１，２，４］オキサジアゾール－５（４
Ｈ）－オン；及び
３－（３－エトキシ－５－（６－（（２－（ナフタレン－２－イル）エチル）アミノ）ピ
リミジン－４－イル）チオフェン－２－イル）－［１，２，４］オキサジアゾール－５－
オール；
からなる群より選択される、請求項２に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項９】
５－｛６－［２－（７－クロロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ］
－ピリミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフェン－２－カルボン酸；
４－｛６－［２－（７－クロロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ］
－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）
－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）
－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（４－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）
－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－シクロブトキシ－４－｛６－［２－（４－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（４－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）
－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
４－｛６－［２－（４－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
（２－エトキシ－６－フルオロ－４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフ
ェン－５－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢酸；
（２－エトキシ－６－フルオロ－４－｛６－［２－（４－メチル－ベンゾ［ｂ］チオフェ
ン－５－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（７－メチル－ベンゾ［ｂ］チオフェン－６－イル）－
エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－安息香酸；
４－｛６－［２－（４－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－安息香酸；
４－｛６－［２－（７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６
－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－安息香酸；
４－｛６－［２－（３－メトキシ－１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－安息香酸；
（２－メトキシ－４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢酸；
（４－｛６－［２－（４－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－メトキシ－フェニル）－酢酸；
（２－メトキシ－４－｛６－［２－（７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４
］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢
酸；
（２－メトキシ－４－｛６－［２－（３－メトキシ－１－メチル－ナフタレン－２－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢酸；
（４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミ
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ノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－フェニル）－酢酸；
（４－｛６－［２－（４－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－フェニル）－酢酸；
（４－｛６－［２－（７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－
６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－フェニル）－酢
酸；
（４－｛６－［２－（３－メトキシ－１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－フェニル）－酢酸；
４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－安息香酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（７－メチル－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－
エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
（４－｛６－［２－（４－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロポキシ－フェニル）－酢酸；
（４－｛６－［２－（３－メトキシ－１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロポキシ－フェニル）－酢酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－メトキシ－５－メチル－２，３－ジヒドロ－ベン
ゾ［１，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息
香酸；
２－シクロブトキシ－４－｛６－［２－（７－メトキシ－５－メチル－２，３－ジヒドロ
－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝
－安息香酸；
（４－｛６－［２－（７－メトキシ－５－メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］
ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－フ
ェニル）－酢酸；
（２－エトキシ－６－フルオロ－４－｛６－［２－（７－メトキシ－５－メチル－２，３
－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－
４－イル｝－フェニル）－酢酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－メトキシ－５－メチル－２，３－ジヒドロ－ベ
ンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フ
ェニル）－酢酸；
４－｛６－［２－（７－メトキシ－５－メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジ
オキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファ
ニル－安息香酸；
（４－｛６－［２－（７－エトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－
６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－フェニル）－酢
酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－エトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４
］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－６－フルオロ－
フェニル）－酢酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－フルオロ－６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェ
ン－５－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
４－｛６－［２－（７－フルオロ－６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）
－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－フルオロ－６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフ
ェン－５－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢酸；
２－シクロブトキシ－４－｛６－［２－（７－フルオロ－６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チ
オフェン－５－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
（４－｛６－［２－（５－フルオロ－７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４
］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－
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フェニル）－酢酸；
（４－｛６－［２－（７－フルオロ－６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－イソブチル－フェニル）－酢酸；
（２－イソブチル－４－｛６－［２－（７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，
４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－
酢酸；
（４－｛６－［２－（７－エトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－
６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－イソブチル－フェニル）－
酢酸；
４－｛６－［２－（４－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－イソブチル－安息香酸；
４－｛６－［２－（７－フルオロ－６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）
－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－イソブチル－安息香酸；
４－｛６－［２－（７－エトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６
－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－イソブチル－安息香酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（３－エトキシ－１－メチル－ナフタレン－２－イル）
－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
４－｛６－［２－（３－エトキシ－１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（３－エトキシ－１－メチル－ナフタレン－２－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢酸；
３－（２－エトキシ－４－｛６－［２－（４－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェノキシ）－プロピオン酸；
３－（２－エトキシ－４－｛６－［２－（３－メトキシ－１－メチル－ナフタレン－２－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェノキシ）－プロピオン酸；
（４－｛６－［２－（７－エトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－
６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－イソプロポキシ－フェニル
）－酢酸；
（２－イソプロポキシ－４－｛６－［２－（７－メトキシ－５－メチル－２，３－ジヒド
ロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル
｝－フェニル）－酢酸；
（４－｛６－［２－（７－エトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－
６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－トリフルオロメトキシ－フ
ェニル）－酢酸；
（４－｛６－［２－（７－メトキシ－５－メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］
ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－トリフルオロ
メトキシ－フェニル）－酢酸；
４－｛６－［２－（３－クロロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ］
－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニル－安息香酸；
４－｛６－［２－（３－クロロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ］
－ピリミジン－４－イル｝－２－シクロブトキシ－安息香酸；
（４－｛６－［２－（３－クロロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－エトキシ－フェニル）－酢酸；
２－イソプロポキシ－４－｛６－［２－（７－メトキシ－５－メチル－２，３－ジヒドロ
－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝
－安息香酸；
５－｛６－［２－（７－ジフルオロメトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオ
キシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－３－エトキシ－チオフ
ェン－２－カルボン酸；
（２－メトキシ－４－｛６－［２－（７－メトキシ－５－メチル－２，３－ジヒドロ－ベ
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ンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フ
ェニル）－酢酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（５－フルオロ－７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベ
ンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安
息香酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（３－エトキシ－１－フルオロ－ナフタレン－２－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
３－（４－｛６－［２－（４－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチル
アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－メトキシ－フェノキシ）－プロピオン酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－エチニル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］
ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
（４－｛６－［２－（７－エチニル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－
６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－フェニル）－酢
酸；
（２－ジフルオロメトキシ－４－｛６－［２－（７－メトキシ－５－メチル－２，３－ジ
ヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－
イル｝－フェニル）－酢酸；
（２－ジフルオロメトキシ－４－｛６－［２－（５－フルオロ－７－メトキシ－２，３－
ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４
－イル｝－フェニル）－酢酸；
（２－ジフルオロメトキシ－４－｛６－［２－（３－メトキシ－１－メチル－ナフタレン
－２－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢酸；
（２－エチル－４－｛６－［２－（７－メトキシ－５－メチル－２，３－ジヒドロ－ベン
ゾ［１，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェ
ニル）－酢酸；
（２－エチル－４－｛６－［２－（３－メトキシ－１－メチル－ナフタレン－２－イル）
－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢酸；
２－エチル－４－｛６－［２－（３－メトキシ－１－メチル－ナフタレン－２－イル）－
エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－シクロプロポキシ－４－｛６－［２－（７－エトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［
１，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸
；
２－シクロプロポキシ－４－｛６－［２－（３－メトキシ－１－メチル－ナフタレン－２
－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－シクロプロポキシ－４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５
－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
（４－｛６－［２－（７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－
６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－トリフルオロメトキシ－フ
ェニル）－酢酸；
３－（２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－［１，２，４］オキサ
ジアゾール－５（４Ｈ）－オン；
３－（２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－［１，２，４］オキサ
ジアゾール－５－オール；
｛６－［３－エトキシ－４－（１Ｈ－テトラゾール－５－イル）－フェニル］－ピリミジ
ン－４－イル｝－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチル
］－アミン；
４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－イソブトキシ－安息香酸；
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（３－エトキシ－５－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－イル）－酢酸；
４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－ベンズアミド；
４－｛６－［２－（７－フルオロ－６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）
－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－安息香酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（７－フルオロ－６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェ
ン－５－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン
酸；
（４－｛６－［２－（７－フルオロ－６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－メトキシ－フェニル）－酢酸；
（４－｛６－［２－（７－フルオロ－６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－フェニル）－酢酸；
２－（４－｛６－［２－（７－エトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシ
ン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－フェニル）
－プロピオン酸；
４－｛６－［２－（３－クロロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ］
－ピリミジン－４－イル｝－２－エトキシ－安息香酸；
４－｛６－［２－（７－ジフルオロメトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオ
キシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－メチルスルファニ
ル－安息香酸；
（４－｛６－［２－（３－クロロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－フェニル）－酢酸；
（４－｛６－［２－（３－クロロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－トリフルオロメトキシ－フェニル）－酢酸；
（４－｛６－［２－（３－メトキシ－１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－トリフルオロメトキシ－フェニル）－酢酸；
（４－｛６－［２－（７－エチニル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－
６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－メトキシ－フェニル）－酢
酸；
（４－｛６－［２－（５－メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６
－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－フェニル）－酢酸
；
（２－ジフルオロメトキシ－４－｛６－［２－（７－エトキシ－２，３－ジヒドロ－ベン
ゾ［１，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェ
ニル）－酢酸；
２－エチル－４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－
エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－シクロプロポキシ－４－｛６－［２－（７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［
１，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸
；
２－シクロプロポキシ－４－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチ
ルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
（３－ジフルオロメトキシ－５－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン
－５－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－イル）－酢
酸；
３－（２－エトキシ－４－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチル
アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－［１，２，４］オキサジアゾール－５
（４Ｈ）－チオン；
３－（２－エトキシ－４－｛６－［２－（１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチル



(33) JP 2020-520358 A5 2021.7.26

アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－［１，２，４］オキサジアゾール－５
－チオール；
（４－｛６－［２－（６－メトキシ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロポキシ－フェニル）－酢酸；
２－ブトキシ－４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）
－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（５－メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジ
オキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
（４－｛６－［２－（５－メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６
－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－トリフルオロメトキシ－フェ
ニル）－酢酸；
（４－｛６－［２－（７－エトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－
６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－エチル－フェニル）－酢酸
；
２－エチル－４－｛６－［２－（５－メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオ
キシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
４－｛６－［２－（７－エトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６
－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－エチル－安息香酸；
２－シクロプロポキシ－４－｛６－［２－（５－メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１
，４］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
（４－｛６－［２－（７－メチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４］ジオキシン－６
－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－フェニル）－酢酸
；
（４－｛６－［２－（３－シアノ－１－メチル－ナフタレン－２－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－エトキシ－フェニル）－酢酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢酸；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（４－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢酸；
（２－エトキシ－６－フルオロ－４－｛６－［２－（３－メトキシ－１－メチル－ナフタ
レン－２－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢酸；
（２－エトキシ－６－フルオロ－４－｛６－［２－（４－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフ
ェン－５－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢酸；
（４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－フェニル）－酢酸；
（４－｛６－［２－（４－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－イソブチル－フェニル）－酢酸；
４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２－イソブチル－安息香酸；
２－イソブチル－４－｛６－［２－（７－メトキシ－２，３－ジヒドロ－ベンゾ［１，４
］ジオキシン－６－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
３－（２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェノキシ）－プロピオン酸；
（４－｛６－［２－（４－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－イソプロポキシ－フェニル）－酢酸；
３－（４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチル
アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－メトキシ－フェノキシ）－プロピオン酸；
３－エチル－５－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－
エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）
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－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－Ｎ－（２－ヒドロキシ－エチル）－ベンズ
アミド；
（４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－メトキシ－フェニル）－酢酸；
２－｛４－［６－（２－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル－エチルアミノ）－ピリミジ
ン－４－イル］－２－プロピル－フェニル｝－プロピオン酸；
２－（４－｛６－［２－（４－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチル
アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－プロピル－フェニル）－プロピオン酸；
３－エトキシ－５－｛６－［２－（７－トリフルオロメチル－ベンゾ［ｂ］チオフェン－
５－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－カルボン酸；
３－（４－（６－（（２－（７－フルオロベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）エチル）
アミノ）ピリミジン－４－イル）フェニル）－［１，２，４］オキサジアゾール－５（４
Ｈ）－オン；
３－（４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチル
アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－［１，２，４］オキサジアゾール－５
－オール；
７－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－１－メチル－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－キナゾリン－２－
オン；
４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミノ
］－ピリミジン－４－イル｝－２，６－ジメチル－フェノール；
２－エチルスルファニル－４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－
５－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
２－シクロブトキシ－４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸；
３－（３－エトキシ－５－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－イル）－プロピオ
ン酸；
３－（４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチル
アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－４－ヒドロキシ－シクロブタ－３－エ
ン－１，２－ジオン；
（２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル
）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－オキソ－酢酸；
２－シクロプロポキシ－４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５
－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－安息香酸　メチルエステル；
（２－クロロ－６－エチル－４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン
－５－イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－酢酸；
（２－エチル－４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）
－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－６－メチル－フェニル）－酢酸；
（３－エチル－５－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）
－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－チオフェン－２－イル）－酢酸；
５－（２－エトキシ－４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－
イル）－エチルアミノ］－ピリミジン－４－イル｝－フェニル）－イソオキサゾール－３
－オール；
５－（２－エトキシ－４－（６－（（２－（７－フルオロベンゾ［ｂ］チオフェン－５－
イル）エチル）アミノ）ピリミジン－４－イル）フェニル）イソオキサゾール－３（２Ｈ
）－オン；
５－（４－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチル
アミノ］－ピリミジン－４－イル｝－２－メトキシ－フェニル）－イソオキサゾール－３
－オール；
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５－（４－（６－（（２－（７－フルオロベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）エチル）
アミノ）ピリミジン－４－イル）－２－メトキシフェニル）イソオキサゾール－３（２Ｈ
）－オン；及び
（５－｛６－［２－（７－フルオロ－ベンゾ［ｂ］チオフェン－５－イル）－エチルアミ
ノ］－ピリミジン－４－イル｝－３－プロピル－チオフェン－２－イル）－酢酸；
からなる群より選択される、請求項２に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項１０】
有効成分としての請求項２～９のいずれか１項に記載の化合物又はその薬学的に許容され
る塩と、少なくとも１種の治療上不活性な賦型剤とを有する医薬組成物。
【請求項１１】
医薬として使用するための、請求項２～９のいずれか１項に記載の化合物又はその薬学的
に許容される塩。
【請求項１２】
有効成分として、請求項２～９のいずれか１項に記載の化合物又はその薬学的に許容され
る塩を含む、癌；疼痛；子宮内膜症；常染色体優性多発性嚢胞腎；アテローム性動脈硬化
の患者における急性虚血症候群；肺炎；及び神経変性疾患からなる群より選択される疾患
の予防用又は治療用の；又は、雌の受精の制御用の医薬。
【請求項１３】
有効成分として、請求項２～９のいずれか１項に記載の化合物又はその薬学的に許容され
る塩を含む、メラノーマ；肺癌；膀胱癌（ｂｌａｄｄｅｒ　ｃａｎｃｅｒ）；腎癌；消化
器癌；子宮体癌；卵巣癌；子宮頚部癌；及び神経芽細胞腫から選択される癌の予防用又は
治療用の医薬。
【請求項１４】
癌；疼痛；子宮内膜症；常染色体優性多発性嚢胞腎；アテローム性動脈硬化の患者におけ
る急性虚血症候群；肺炎；及び神経変性疾患からなる群より選択される疾患の予防又は治
療のための；又は、雌の受精の制御のための；医薬の製造における、請求項２～９のいず
れか１項に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩の使用。
【請求項１５】
メラノーマ；肺癌；膀胱癌（ｂｌａｄｄｅｒ　ｃａｎｃｅｒ）；腎癌；消化器癌；子宮体
癌；卵巣癌；子宮頚部癌；及び神経芽細胞腫から選択される癌の予防用又は治療用の医薬
の製造における、請求項２～９のいずれか１項に記載の化合物又はその薬学的に許容され
る塩の使用。
【請求項１６】
有効成分として、請求項２～９のいずれか１項に記載の化合物又はその薬学的に許容され
る塩を含む、癌の治療用の医薬であって；当該癌が、腫瘍における免疫系の再活性化を含
む免疫応答の調節により治療され；当該医薬が、任意で、１又は２種以上の化学療法剤及
び／又は放射線療法及び／又は標的療法と組み合わせて使用される；医薬。
【請求項１７】
癌の予防用又は治療用の医薬の製造における、請求項２～９のいずれか１項に記載の化合
物の使用又はその薬学的に許容される塩の使用であって、当該癌が、腫瘍における免疫系
の再活性化を含む免疫応答の調節により治療され；当該医薬が、任意で、１又は２種以上
の化学療法剤及び／又は放射線療法及び／又は標的療法と組み合わせて使用される、使用
。
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